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卒
業
六
十
周
年
へ
の
想
い
語
る

昭
和
26
年
卒
同
期
会

大
館
支
部
総
会
は
暖
冬
と
は
言

え
風
冷
き
二
月
二
十
二
日
幸
町

「
北
秋
ク
ラ
ブ
」
に
て
辻
会
長
・

仙
波
事
務
局
長
を
お
迎
え
し
開
催
。

伊
藤
碩
彦
副
会
長
（
昭
35
卒
）

の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
布
袋
屋

伊
作
会
長
（
昭
20
―
５
卒
）、
ご

来
賓
の
方
々
よ
り
ご
挨
拶
の
後
、

小
畑
元
大
館
市
長
（
昭
42
卒
）
に

よ
る
恒
例
の
市
政
報
告
。

記
念
撮
影
の
あ
と
榊
幹
雄
氏

（
昭
20
―
５
卒
）
の
発
声
に
て
乾

杯
し
祝
宴
に
入
っ
た
。

在
学
中
の
思
い
出
・
近
況
報
告

の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
に
入
る
頃

は
座
も
打
ち
解
け
、
年
齢
・
職
業

の
壁
は
完
全
に
消
滅
し
、
そ
こ
か

し
こ
で
会
話
の
輪
が
で
き
あ
が
っ

た
。
話
は
尽
き
な
い
も
の
の
三
時

間
の
長
丁
場
を
消
化
。
次
回
は
名

物
「
き
り
た
ん
ぽ
」
の
シ
ー
ズ
ン

十
一
月
開
催
を
全
員
一
致
で
了

承
！

一
年
振
り
で
の
校
歌
を
声
高
ら

か
に
斉
唱
し
散
会
し
た
。

（
幹
事
長
　
加
藤
　
浩
　
記
）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
会
員
の
竹

谷
君
に
よ
る
矢
留
城
に
ま
つ
わ
る

日
常
生
活
――
佐
竹
文
書
（
寝
夜

の
こ
と
）
の
講
話
か
ら
現
代
で
は

知
り
得
な
い
諸
々
を
知
る
こ
と
が

出
来
た
。

懇
親
会
は
、
恩
師
の
寺
田
光
和

先
生
、
関
東
代
表
山
下
直
樹
君
の

出
席
を
い
た
だ
き
開
宴
と
な
り
先

生
か
ら
は
健
康
の
秘
訣
を
中
心
と

し
た
お
言
葉
を
戴
き
健
康
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で

し
た
。

続
い
て
山
下
君
の
乾
杯
の
音
頭

で
献
酬
を
か
わ
し
旧
知
を
暖
め
な

が
ら
相
互
の
近
況
を

大
い
に
語
り
合
い
、

和
や
か
な
ム
ー
ド
に

浸
っ
た
。

や
が
て
近
づ
く
卒

業
六
十
周
年
へ
の
想

い
を
テ
ー
マ
に
懇
談

を
重
ね
約
二
時
間
に

及
ん
だ
夜
長
も
短
く

感
じ
な
が
ら
大
団
円

を
迎
え
、
会
員
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
し
閉

会
と
な
り
其
後
来
年

度
の
再
会
を
約
し
二

次
会
会
場
の
同
ビ
ル

内
魚
河
岸
に
の
ぞ
み

盛
会
で
あ
っ
た
同
期

会
の
幕
を
と
じ
た
。

受
け
た
矢
野
浩
君
の
慶
祝
を
披
露

し
た
後
、
次
第
に
よ
り
審
議
で
会

計
決
算
の
承
認
並
び
に
事
務
報
告

等
を
経
て
記
念
写
真
を
撮
影
ひ
と

ま
ず
閉
会
。

懇
親
会
に
先
立
ち
恒
例
と
し
た

平
成
十
八
年
十
月
二
十
日（
金
）

協
働
大
町
ビ
ル
を
会
場
と
し
て
、

平
成
十
八
年
度
総
会
が
行
わ
れ
小

泉
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
い
て

昨
年
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を

つ
　
　
ど
　
　
い

１年ぶり校歌を斉唱
秋中・秋高同窓会大館支部総会
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